細川幽斎の紀行文をめぐって by 柳沢 昌紀
は
じ
め
に
細
川
幽
斎
は
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
か
け
て
生
き
た
武
将
で
、
歌
人
・
古
典
学
者
と
し
て
も
名
高
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の
実
父
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
よ
う
だ
が
、
母
は
清
原
宣
賢
女
の
智
慶
院
で
あ
る
。
ま
た
従
来
、
細
川
元
常
の
養
子
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
近
時
、
山
田
康
弘
氏
に
よ
り
、
足
利
十
二
代
将
軍
義
晴
の
内
談
衆
で
あ
っ
た
細
川
晴
広
の
養
子
と
い
う
新
説
が
出
さ
れ
た
(
１)
。
そ
れ
以
前
は
元
常
の
養
子
で
あ
る
こ
と
が
定
説
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
現
在
は
晴
弘
養
子
説
が
支
持
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
長
じ
て
は
足
利
十
三
代
将
軍
義
輝
、
十
五
代
将
軍
義
昭
に
奉
公
衆
と
し
て
仕
え
、
そ
の
後
織
田
信
長
麾
下
の
武
将
と
な
る
。
丹
後
の
国
主
と
な
る
も
、
天
正
十
年
(
一
五
八
二)
に
本
能
寺
の
変
が
起
こ
る
と
剃
髪
し
て
幽
斎
と
号
し
、
家
督
を
息
子
忠
興
に
譲
っ
た
。
そ
の
間
に
三
条
西
実
枝
か
ら
『
古
今
和
歌
集』
に
関
す
る
秘
伝
の
授
受
で
あ
る
古
今
伝
受
を
受
け
、
実
枝
が
没
す
る
と
、
実
枝
の
子
公
国
に
返
し
伝
受
を
行
う
も
の
の
、
公
国
が
天
正
十
五
年
に
亡
く
な
る
と
唯
一
の
古
今
伝
受
継
承
者
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
豊
臣
秀
吉
に
御
伽
衆
と
し
て
仕
え
、
九
州
遠
征
、
関
東
遠
征
に
同
道
し
た
。
さ
て
、
幽
斎
は
、
そ
の
九
州
遠
征
の
際
に
『
九
州
道
の
記』
、
関
東
遠
征
の
際
に
『
東
国
陣
道
記』
と
、
そ
れ
ぞ
れ
紀
行
文
を
も
の
し
た
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
『
九
州
道
の
記』
の
草
稿
本
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
が
、
い
か
な
る
形
で
清
書
本
に
整
え
ら
れ
た
の
か
、
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
た
『
東
国
陣
道
記』
に
つ
い
て
も
一
伝
本
の
紹
介
を
し
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
一
『
九
州
道
の
記』
の
諸
本
『
九
州
道
の
記』
は
、
秀
吉
が
天
正
十
五
年
に
島
津
・
大
友
両
氏
の
抗
争
を
平
定
す
る
た
め
出
陣
し
た
折
、
幽
斎
が
一
月
余
り
遅
れ
て
丹
後
の
田
辺
城
か
ら
九
州
を
訪
ね
た
際
の
紀
行
文
で
あ
る
。
幽
斎
は
、
秀
吉
が
隈
本
(
熊
本)
に
着
陣
し
た
後
の
四
月
二
十
一
日
に
、
自
ら
の
隠
居
城
で
あ
る
丹
後
の
田
辺
城
を
出
発
。
同
国
湊
を
出
港
し
て
日
本
海
側
を
進
み
、
途
中
杵
築
の
社
、
現
在
の
出
雲
大
社
に
参
詣
す
る
な
ど
し
た
後
、
五
月
十
日
に
長
門
国
瀬
戸
崎
に
到
達
。
翌
日
陸
路
、
関
の
渡
、
現
在
の
下
関
に
向
か
う
。
二
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一
三
細
川
幽
斎
の
紀
行
文
を
め
ぐ
っ
て
柳
沢
昌
紀
十
三
日
に
小
倉
、
二
十
五
日
に
は
秀
吉
本
陣
と
な
る
箱
崎
宮
に
至
り
、
太
宰
府
、
姪
浜
な
ど
に
遊
ぶ
。
六
月
八
日
に
は
千
利
休
の
と
こ
ろ
で
、
島
津
義
久
を
降
伏
さ
せ
た
秀
吉
に
会
っ
て
連
歌
一
折
を
巻
き
、
二
十
七
日
に
は
多
く
の
花
瓶
を
並
べ
た
花
寄
せ
の
会
が
あ
り
、
幽
斎
の
発
句
、
秀
吉
の
脇
、
大
村
由
己
の
第
三
の
一
折
の
連
歌
を
興
行
す
る
。
そ
の
後
、
七
月
四
日
に
秀
吉
は
関
の
渡
よ
り
上
洛
の
途
に
つ
き
、
幽
斎
も
瀬
戸
内
海
を
大
坂
に
向
か
う
。
七
日
に
周
防
の
山
口
に
立
ち
寄
り
、
厳
島
で
連
歌
な
ど
に
出
座
し
た
後
、
十
七
日
に
備
後
津
郷
、
現
在
の
福
山
で
足
利
義
昭
と
面
談
す
る
(
２)
。
姫
路
、
明
石
な
ど
を
経
て
、
七
月
二
十
三
日
に
難
波
に
帰
着
す
る
。『
九
州
道
の
記』
の
紀
行
は
、
そ
の
間
の
約
三
ヶ
月
に
及
ぶ
旅
で
あ
っ
た
。
本
書
の
善
本
と
言
え
ば
、
永
青
文
庫
蔵
幽
斎
自
筆
巻
子
本
一
軸
が
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
(
３)
。
現
物
は
残
念
な
が
ら
未
見
だ
が
、
今
回
は
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
(
４)
に
よ
っ
て
、
字
体
や
本
文
を
確
認
し
た
。
ま
た
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
中
世
日
記
紀
行
集』
に
、
伊
藤
敬
氏
の
校
注
・
訳
を
付
し
て
翻
刻
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
(
５)
。『
九
州
道
の
記』
の
写
本
は
か
な
り
多
く
、
よ
く
読
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伊
藤
氏
に
よ
れ
ば
、｢
諸
本
間
に
大
異
は
な
く
、
流
布
過
程
で
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
少
異
は
多
い
が
、
系
統
を
分
つ
ま
で
の
も
の
で
は
な
い
(
６)｣
と
の
こ
と
で
あ
る
。
『
九
州
道
の
記』
が
最
初
に
出
版
さ
れ
た
の
は
、
小
瀬
甫
庵
の
『
太
閤
記』
巻
十
の
一
部
と
し
て
で
あ
っ
た
。『
太
閤
記』
の
初
版
に
は
刊
記
が
な
い
が
、
長
谷
川
泰
志
氏
に
よ
り
寛
永
十
一
年
(
一
六
三
四)
以
降
、
同
十
四
年
以
前
に
出
版
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
７)
。『
太
閤
記』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
豊
臣
秀
吉
の
一
代
記
だ
が
、
そ
の
巻
十
は
秀
吉
の
九
州
遠
征
の
記
事
を
載
せ
る
。
そ
の
後
半
部
に
｢
幽
斎
道
之
記｣
と
し
て
、
本
書
の
全
文
が
引
か
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
｢
此
覚
之
記
。
い
ふ
か
し
き
所
も
あ
ん
め
れ
と
、
類
本
な
け
れ
は
。
跡
も
正
さ
す
か
く
記
し
付
畢｣
と
記
さ
れ
て
い
る
(
８)
。
ち
な
み
に
幽
斎
は
、
慶
長
十
五
年
(
一
六
一
○)
に
七
十
七
歳
で
没
し
て
い
る
。『
太
閤
記』
の
刊
行
は
、
そ
の
お
よ
そ
二
十
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、『
九
州
道
の
記』
は
、
寛
文
九
年
(
一
六
六
九)
に
京
の
吉
田
四
郎
右
衛
門
か
ら
『
幽
斎
道
之
記』
の
題
簽
題
を
付
さ
れ
、
一
冊
本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
(
９)
。
ま
た
『
九
州
道
の
記』
は
、『
東
国
陣
道
記』
と
と
も
に
、
幽
斎
の
家
集
で
あ
る
『
衆
妙
集』
に
も
収
め
ら
れ
る
。『
衆
妙
集』
に
は
飛
鳥
井
雅
章
に
よ
る
寛
文
十
一
年
の
跋
文
が
付
さ
れ
て
い
て
、
幽
斎
の
曽
孫
に
あ
た
る
行
孝
が
烏
丸
資
慶
に
編
纂
を
依
頼
し
た
が
果
た
せ
ず
、
資
慶
没
後
に
飛
鳥
井
雅
章
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
雅
章
筆
本
の
翻
刻
は
、
古
典
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
(
)
。
そ
し
て
元
禄
四
年
(
一
六
九
一)
に
は
、
江
戸
の
伊
勢
屋
清
兵
衛
か
ら
二
冊
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
(
)
。
そ
の
ほ
か
『
九
州
道
の
記』
は
、
肥
後
熊
本
藩
細
川
氏
の
家
史
で
あ
る
『
綿
考
輯
録』
、
さ
ら
に
塙
保
己
一
の
群
書
類
従
・
紀
行
部
等
に
も
収
録
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
て
き
た
。
以
上
の
諸
本
を
比
べ
て
み
る
に
、
伊
藤
氏
が
言
う
ご
と
く
、
さ
ほ
ど
大
き
な
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
二
柳
沢
蔵『
玄
々
紀
行』
の
概
要
と
こ
ろ
が
家
蔵
の
一
本
は
、
書
写
年
代
が
か
な
り
古
そ
う
で
、
本
文
の
一
部
に
取
り
消
し
線
が
引
か
れ
た
り
、
行
間
・
欄
上
等
に
追
加
・
修
正
本
文
が
書
き
込
ま
れ
た
り
し
て
い
る
。『
九
州
道
の
記』
の
草
稿
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
略
解
題
を
記
し
、
箱
書
と
表
紙
を
掲
出
す
る
。
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一
四
柳
沢
蔵
大
和
綴
一
冊
。[
天
正
年
間]
写
。
表
紙
後
補
丁
子
色
卍
繋
ぎ
地
に
金
糸
で
動
物
(
犬
か)
を
織
り
出
し
た
裂
表
紙
。
二
六
・
九
×
二
○
・
五
糎
。
題
簽
左
肩
後
補
金
砂
子
散
ら
し
題
簽
｢
玄
々
紀
行｣
。
料
紙
斐
紙
、
全
丁
裏
打
あ
り
。
前
付
墨
付
第
一
丁
オ
に
｢
魏
紫
姚
黄
向
後
天
／
飛
来
双
蝶
更

然
／
於
按
縦
為
一
生
恨
／
世
是
花
王
許
近
前
／(
一
行
空
白)
／
発
句
写
留
了｣
と
あ
り
(
本
文
と
同
筆
か)
。
内
題
な
し
。
界
な
し
。
字
面
高
さ
一
九
・
八
糎
。
本
文
毎
半
葉
九
〜
十
一
行
、
詞
書
き
は
行
十
五
字
内
外
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
、
わ
ず
か
に
読
仮
名
あ
り
、
歌
は
二
行
書
き
、
一
部
に
取
り
消
し
線
が
引
か
れ
、
行
間
・
欄
上
等
に
追
加
・
修
正
本
文
あ
り
。
墨
付
丁
数
二
七
丁
(
含
前
付)
。
遊
紙
前
後
一
丁
ず
つ
あ
る
も
、
裏
打
時
の
後
補
。
印
記
な
し
。
備
考
木
箱
入
り
、
箱
書
は
蓋
表
中
央
に
｢
玄
々
紀
行
幽
斎
筆
作
題
号
通
躬
｣
。
前
田
香
雪
に
よ
る
大
正
三
年
六
月
の
｢
副
簡
極｣
あ
り
。
表
紙
左
肩
に
は
、｢
玄
々
紀
行｣
と
記
さ
れ
た
題
簽
が
あ
る
。
本
は
木
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
蓋
に
も
｢
玄
々
紀
行｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
箱
書
は
、｢
玄
々
紀
行｣
の
下
に
｢
幽
斎
筆
作
／
題
号
道
躬
｣
と
あ
る
。
こ
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一
五
箱
書
表
紙
れ
を
信
ず
る
に
、｢
玄
々
紀
行｣
と
い
う
題
号
は
、
江
戸
中
期
の
公
家
で
歌
人
の
中
院
通
躬
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
『
衆
妙
集』
を
意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
衆
妙
集』
の
飛
鳥
井
雅
章
跋
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
(
)
。
此
集
者
法
印
玄
旨
之
詠
哥
也
。(
中
略)
偶
以
清
書
之
本
備
法
皇
之
御
覧
、
辱
賜
其
名
号
衆
妙
集
。
是
玄
旨
之
集
而
玄
之
又
玄
之
意
歟
。
又
被
染
御
筆
被
下
外
題
。
法
印
身
後
之
栄
道
之
冥
加
何
事
可
過
之
乎
、
誰
人
不
仰
之
哉
。
件
清
書
之
本
任
其
懇
望
贈
行
孝
之
間
、
以
事
之
始
終
記
紙
尾
者
也
。
寛
文
第
十
一
暦
季
冬
雅
章
『
衆
妙
集』
の
名
が
｢
法
皇｣
、
す
な
わ
ち
後
水
尾
院
よ
り
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
、｢
是
玄
旨
之
集
而
玄
之
又
玄
之
意
歟｣
と
解
釈
す
る
。｢
玄
旨｣
は
言
う
ま
で
も
な
く
幽
斎
の
別
号
で
あ
る
が
、｢
玄
之
又
玄｣
は
、『
老
子』
第
一
章
の
｢
玄
之ノ
又
玄
衆
妙
之ノ
門｣
が
出
典
で
あ
る
(
)
。
よ
っ
て
『
玄
々
紀
行』
の
書
名
は
、『
衆
妙
集』
と
同
様
に
、
幽
斎
自
身
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
宜
し
い
か
と
思
う
。
恐
ら
く
現
在
の
装
訂
に
仕
立
て
ら
れ
た
時
に
、
通
躬
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
院
通
躬
は
寛
文
八
年
(
一
六
六
八)
に
生
ま
れ
て
、
元
文
四
年
(
一
七
三
九)
に
没
し
て
い
る
。
霊
元
院
歌
壇
で
活
躍
し
、
正
徳
年
間
に
は
種
々
の
地
方
名
所
詠
に
積
極
的
に
関
与
し
た
と
の
こ
と
(
)
。
通
躬
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
本
に
題
号
を
付
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
通
躬
の
四
代
前
の
中
院
通
勝
は
、
細
川
幽
斎
に
和
歌
と
古
典
を
学
び
、
古
今
伝
受
を
受
け
て
い
る
。
そ
ん
な
経
緯
も
あ
っ
て
、
当
時
の
所
蔵
者
が
通
躬
に
題
号
を
依
頼
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
柳
沢
蔵
本
の
筆
跡
と
永
青
文
庫
蔵
幽
斎
自
筆
巻
子
本
の
筆
跡
を
比
べ
て
み
る
と
、
柳
沢
蔵
本
は
草
稿
本
、
永
青
文
庫
蔵
本
は
清
書
本
と
思
わ
れ
、
運
筆
の
丁
寧
さ
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
仮
名
の
｢
あ｣
｢
の｣
｢
ひ｣
、
漢
字
の
｢
思｣
な
ど
は
形
が
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
文
章
部
分
と
歌
の
高
さ
が
、
柳
沢
蔵
本
は
歌
の
方
が
高
く
、
永
青
文
庫
蔵
本
は
文
章
の
方
が
高
い
。
こ
の
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
で
考
え
よ
う
と
思
う
。
永
青
文
庫
蔵
本
が
幽
斎
自
筆
で
間
違
い
な
い
の
な
ら
ば
、
と
り
あ
え
ず
柳
沢
蔵
本
の
筆
跡
も
幽
斎
の
そ
れ
と
考
え
て
、
特
に
問
題
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
本
来
な
ら
ば
両
方
の
図
版
を
並
べ
て
掲
出
し
、
検
討
す
べ
き
だ
が
、
い
ず
れ
別
稿
を
用
意
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
三
丹
後
の
国
か
ら
の
出
立
以
下
、
柳
沢
蔵
本
の
本
文
の
一
端
を
見
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。
柳
沢
蔵
本
の
該
当
箇
所
と
翻
字
、
そ
の
後
に
永
青
文
庫
蔵
本
の
翻
字
を
示
す
。
柳
沢
蔵
本
は
取
り
消
し
線
や
加
筆
・
修
正
本
文
を
正
確
に
記
す
た
め
に
改
行
も
そ
の
ま
ま
に
翻
字
し
、
永
青
文
庫
蔵
本
は
追
い
込
み
で
翻
字
す
る
。
い
ず
れ
も
私
に
句
読
点
を
補
う
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
巻
頭
で
あ
る
。
(
柳)こ
と
し
天
正
十
五
関
白
殿
下
至
九
州
御
進
発
の
事
あ
り
。
九
州
為
参
陣
ｏ四月
廿
一
日
、
田
辺
を
い
て
ゝ
、
其
日
は
宮
津
に
と
ゝ
ま
り
て
、
廿
二
日
、
松
倉
に
つ
き
て
、
あ
け
な
は
い
て
た
つ
へ
き
旅
よ
そ
ひ
せ
し
に
、
雨
ふ
り
、
終
日
晴
間
な
か
り
し
か
は
ｏ松井
城
に
と
ま
り
て
、
廿
四
日
、
湊
と
い
ふ
所
よ
り
た
つ
の
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一
六
時
は
か
り
に
出
舩
し
侍
り
て
、
其
日
の
暮
ほ
と
に
但
馬
因
幡
の
さ
か
ひ
、
居
く
み
と
云
所
に
舟
と
ま
り
し
け
る
に
、
(
永)こ
と
し
天
正
十
五
三
月
の
は
し
め
、
博
陸
殿
下
、
九
州
大
友
、
嶋
津
わ
た
く
し
の
鉾
楯
を
と
ゝ
め
ら
る
へ
き
た
め
に
御
進
発
の
事
あ
り
。
息
与
一
郎
、
同
玄
番
参
陣
の
う
へ
、
家
を
の
か
れ
入
道
せ
し
身
な
れ
は
、
供
奉
の
事
に
て
も
な
か
り
し
を
、
は
る
か
な
る
御
陣
の
ほ
と
を
い
た
つ
ら
に
在
国
も
空
お
そ
ろ
し
き
心
ち
し
て
、
四
月
十
九
日
に
舟
を
は
熊
野
郡
ま
で
ま
は
し
て
、
廿
一
日
田
辺
を
い
て
ゝ
、
其
日
は
宮
津
に
と
ゝ
ま
り
、
廿
二
日
松
井
城
松
倉
に
つ
き
て
、
あ
け
な
は
い
て
た
つ
へ
き
旅
よ
そ
ひ
せ
し
に
、
雨
ふ
り
い
て
ゝ
、
終
日
晴
ま
な
か
り
し
か
は
、
松
井
子
禅
門
と
い
ふ
い
て
ゝ
よ
く
り
う
、
さ
か
つ
き
た
ひ


い
た
し
て
、
な
く
さ
み
く
ら
し
、
其
夜
は
と
ゝ
ま
り
て
、
廿
四
日
い
と
よ
く
は
れ
て
、
風
も
追
手
な
り
と
い
へ
は
、
出
た
つ
と
て
、
足
占
山
ち
か
け
れ
は
、
か
な
ら
す
の
た
ひ
の
ゆ
く
ゑ
は
よ
し
あ
し
も
と
は
て
ふ
み
み
る
あ
し
う
ら
の
山
軍
書
に
、
欲
心
則
莫
令
卜
問
軍
吉
凶
と
あ
れ
は
、
思
ひ
よ
れ
り
。
か
や
う
に
し
て
湊
と
い
ふ
所
よ
り
辰
時
は
か
り
に
出
舟
し
て
、
其
日
の
暮
程
に
但
馬
、
因
幡
の
さ
か
ひ
、
居
く
み
と
云
所
に
舟
と
ま
り
し
け
り
。
こ
の
箇
所
は
丹
後
国
か
ら
の
出
立
を
記
す
。
柳
沢
蔵
本
の
本
文
は
、
か
な
り
簡
略
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
最
初
の
と
こ
ろ
に
、
後
か
ら
｢
こ
と
し
天
正
十
五
関
白
殿
下
至
九
州
御
進
発
の
事
あ
り｣
と
い
う
一
文
を
加
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
｢
廿
一
日｣
の
前
に
｢
四
月｣
を
補
い
、
当
初
の
本
文
の
五
行
目
の
｢
城｣
の
前
に
、
当
時
の
城
主
｢
松
井｣
の
名
を
冠
し
て
い
る
。
永
青
文
庫
蔵
本
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
、｢
大
友
、
嶋
津
わ
た
く
し
の
鉾
楯
を
と
ゝ
め
ら
る
へ
き
た
め｣
と
い
う
、
秀
吉
の
九
州
進
発
目
的
、
そ
し
て
｢
息
与
一
郎
、
同
玄
番
参
陣
の
う
へ
、
家
を
の
か
れ
入
道
せ
し
身
な
れ
は
、
供
奉
の
事
に
て
も
な
か
り
し
を
、
は
る
か
な
る
御
陣
の
ほ
と
を
い
た
つ
ら
に
在
国
も
空
お
そ
ろ
し
き
心
ち
し
て｣
と
い
う
、
幽
斎
自
身
の
旅
立
ち
の
理
由
な
ど
を
書
き
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
｢
廿
二
日｣
に
着
い
た
松
井
の
城
松
倉
で
の
翌
日
の
杯
事
、｢
廿
四
日｣
の
箇
所
の
足
占
山
の
歌
、
そ
し
て
軍
書
の
一
節
な
ど
も
加
え
て
、
発
端
を
わ
か
り
や
す
く
整
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
秀
吉
の
九
州
進
発
目
的
、
幽
斎
の
旅
立
ち
の
理
由
、
そ
し
て
出
舟
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
追
加
し
た
の
は
、『
九
州
道
の
記』
が
単
な
る
旅
の
心
覚
え
、
あ
る
い
は
旅
日
記
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
紀
行
文
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
意
識
に
基
づ
く
も
の
と
解
せ
る
よ
う
に
思
う
。
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一
七
巻
頭
四太
宰
府
次
に
と
り
あ
げ
た
い
の
は
、
五
月
二
十
六
日
に
太
宰
府
を
訪
れ
た
場
面
で
あ
る
。
(
柳)
い
さ
ゝ
ら
は
友
に
ぬ
ら
さ
ん
た
ひ
こ
ろ
も
袖
の
み
な
と
の
浪
の
ま
く
ら
に
府
日
も
く
れ
ぬ
い
さ
舟
よ
せ
て
ね
も
し
な
ん
府
ひ
し
き
物
なには
る
袖
の
み
な
と
にを
宰
苻
廿
六
日
さ
い
ふ
天は
神
の
住
給
ひ
し
所
と
聞
及
し
ま
ゝ
、
為
見
物
ま
か
り
け
る
。
安
楽
寺
と
い
ふ
は
別
の
所
に
な
ん
有
け
る
。
人
の
い
ひ
し
に
は
か
は
り
侍
り
し
。
西
苻
都
府
の
彼
の
宮
寺
ハ
七
と
せ
は
か
り
さ
き
に
焼炎上
て
、
かして
た
は
か
り
な
る
か
り
殿
あ
り
。
老
松
と
旧
記
の
有
様
う
し
ろ
に
青
山
そ
ひ
え
て
松
杉
の
お
ほ
く
い
ふ
能
の
さ
し
こ
と
に
う
た
ひ
侍
る
躰
は
か
り
は
、
き
ら
れ
た
るに
昔
と
も
た
か
は
す
。
飛
梅
も
古
木
は
や
け
て
さ
す
か
に
所
々
に
き
り
け
る
に
か
ふ
に
、
若
は
へ
の
生
出
て
あ
る
を
の
こ
り
う
し
ろ
は
見
て
、
誠
に
西
都
と
も
云
へ
き
所
也
青
山
そ
ひ
え
て
鶯
の
は
ね
を
や
と
ひ
て
と
ひ
梅
の
右
の
か
こ
に
は
い
か
て
の
ら
て
き
に
け
ん
方
七
八
町
そ
れ
よ
り
染
川
を
さ
と
人
に
尋
て
は
か
りに
て
見
侍
り
し
に
、
思
ひ
し
に
は
か
は
り
た
る
小
川
也
。
観
世
音
寺
あ
り
う
ち
わ
た
り
て
、
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一
八
太
宰
府
老
の
浪
む
か
し
に
か
へ
れ
染
川
や
色
に
な
る
て
ふ
心
かママ
り
も
(
永)
い
さ
ゝ
ら
は
と
も
に
ぬ
ら
さ
む
旅
こ
ろ
も
袖
の
み
な
と
の
浪
の
ま
く
ら
に日
も
く
れ
ぬ
い
さ
舟
よ
せ
て
ね
も
し
な
ん
ひ
し
き
物
に
は
袖
の
み
な
と
を
廿
二ママ
日
宰
府
は
天
神
の
住
給
ひ
し
所
に
聞
及
し
ま
ゝ
、
為
見
物
ま
か
り
け
る
。
彼
宮
寺
は
七
と
せ
は
か
り
さ
き
に
炎
上
し
て
、
か
た
は
か
り
な
る
か
り
殿
あ
り
。
旧
跡
の
有
様
、
松
杉
の
お
ほ
く
き
ら
れ
た
る
に
、
さ
す
か
に
所
々
に
残
り
、
う
し
ろ
は
青
山
そ
ひ
え
て
、
右
の
方
七
八
町
は
か
り
も
あ
る
ら
ん
と
み
え
て
、
観
世
音
寺
あ
り
。
ま
こ
と
に
西
都
と
も
い
ふ
へ
き
所
な
り
。
飛
梅
も
古
木
は
や
け
て
き
り
け
る
に
、
若
は
え
の
生
出
て
あ
る
を
み
て
、
鶯
の
は
ね
を
や
と
ひ
て
飛
梅
の
か
こ
に
は
い
か
て
の
ら
て
き
に
け
ん
そ
れ
よ
り
染
川
を
さ
と
人
に
た
つ
ね
て
見
に
行
侍
る
に
、
思
ひ
し
に
は
か
は
り
た
る
小
川
の
あ
さ
き
な
か
れ
な
り
。
う
ち
わ
た
り
て
、
老
の
浪
む
か
し
に
か
へ
れ
染
川
や
色
に
な
る
て
ふ
こ
ゝ
ろ
は
か
り
も
袖
の
湊
の
歌
二
首
に
続
け
て
、
柳
沢
蔵
本
で
は
｢
廿
六
日
さ
い
ふ｣
、
こ
こ
に
｢
は｣
を
補
い
、｢
天
神
の
住
給
ひ
し
所
と
聞
及
し
ま
ゝ
、
為
見
物
ま
か
り
け
る｣
の
後
、
当
初
は
｢
安
楽
寺
と
い
ふ
は
別
の
所
に
な
ん
有
け
る
。
人
の
い
ひ
し
に
は
か
は
り
侍
り
し｣
と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
記
述
は
取
り
消
さ
れ
、｢
西
苻
の
宮
寺｣
、
こ
れ
も
｢
都
府
の
宮
寺｣
に
替
え
て
か
ら
、
そ
れ
も
取
り
消
し
て
｢
彼
宮
寺｣
と
し
、｢
彼
宮
寺
は
七
と
せ
ば
か
り
さ
き
に
焼
て｣
、
こ
れ
も
｢
炎
上
し
て｣
と
修
正
し
、｢
か
た
ば
か
り
な
る
か
り
殿
あ
り｣
と
す
る
。
欄
上
に
｢
府｣
と
い
う
字
を
何
度
か
書
い
て
み
た
り
、｢
宰
苻｣
と
漢
字
で
書
い
た
り
し
て
い
る
の
は
、
字
の
確
認
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
戻
っ
て
、｢
老
松
と
い
ふ
能
の
さ
し
こ
と
に
う
た
ひ
侍
る
躰
は
か
り
は
、
昔
と
も
た
か
は
す｣
と
す
る
が
、
永
青
文
庫
蔵
本
に
こ
の
一
文
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
欄
上
に
書
か
れ
た
｢
旧
記
の
有
様｣
を
｢
旧
跡
の
有
様｣
と
す
る
。
｢
う
し
ろ
に
青
山
そ
ひ
え
て｣
と
続
け
て
い
た
の
を
削
っ
て
、｢
松
杉
の
お
ほ
く
き
ら
れ
た
る
に
、
さ
す
か
に
所
々
に
の
こ
り
、
う
し
ろ
は
青
山
そ
ひ
え
て
、
右
の
方
七
八
町
は
か
り
に
て
観
世
音
寺
あ
り｣
と
、
行
間
に
書
か
れ
た
｢
誠
に
西
都
と
も
云
べ
き
所
也｣
を
採
用
し
、
若
干
手
直
し
す
る
と
、
永
青
文
庫
蔵
本
の
本
文
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て｢
飛
梅
も
古
木
は
や
け
て
き
り
け
る
に｣
に
つ
な
げ
て
い
る
。
謡
曲
の
｢
老
松｣
は
世
阿
弥
の
作
で
、
梅
津
の
何
某
が
霊
夢
を
見
て
筑
紫
の
安
楽
寺
に
参
詣
す
る
と
、
老
翁
が
男
を
伴
っ
て
現
れ
出
て
、
神
木
で
あ
る
紅
梅
殿
と
老
松
の
謂
れ
を
語
り
、
自
分
は
そ
の
老
松
の
霊
で
あ
る
と
い
っ
て
消
え
失
せ
る
。
そ
の
後
老
松
の
神
霊
が
現
れ
て
舞
楽
を
奏
し
、
御
代
を
寿
ぐ
と
い
う
内
容
の
複
式
夢
幻
能
で
あ
る
。
謡
曲
｢
老
松｣
の
中
程
を
引
い
て
お
こ
う
(
)
。
〈
誘
イ
ゼ
リ
フ
〉
ワ
キ｢
猶
々
当
社
の
謂
委
く
御
物
語
候
へ
。
〈
サ
シ
〉
シ
テ

先
社
壇
の
体
を
拝
み
奉
れ
ば
、
北
に
峨
々
た
る
青
山
あ
り
、
同

朧
月
松
栢
の
中
に
映
じ
、
南
に
寂
々
た
る
瓊
門
あ
り
、
斜
日
竹
竿
の
も
と
に
透
け
り
シ
テ

左
に
火

の
輪
塔
あ
り
同

翠
帳
紅
閨
の
粧
昔
を
忘
れ
ず
、
右
に
古
寺
の
旧
跡
あ
り
、
晨
鐘
夕
梵
の
響
き
絶
ふ
る
こ
と
な
し
。
シ
テ
は
老
松
の
神
霊
で
あ
る
老
翁
だ
が
、｢
〈
サ
シ
〉
シ
テ｣
と
し
て
｢
先
社
壇
の
体
を
拝
み
奉
れ
ば
、
北
に
峨
々
た
る
青
山
あ
り｣
と
あ
る
。
ま
た
引
用
部
後
半
に
は
｢
右
に
古
寺
の
旧
跡
あ
り｣
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
九
州
道
の
記』
の
太
宰
府
の
記
事
は
、
謡
曲
｢
老
松｣
を
意
識
し
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一
九
つ
つ
推
敲
、
添
削
を
重
ね
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
こ
の
あ
た
り
の
文
章
が
謡
曲
｢
老
松｣
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
中
世
日
記
紀
行
集』
の
伊
藤
敬
氏
の
注
に
指
摘
が
あ
る
(
)
。｢
老
松
と
い
ふ
能
の
さ
し
こ
と｣
に
基
づ
く
こ
と
は
、
わ
ざ
わ
ざ
断
ら
な
く
て
も
読
め
ば
わ
か
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
曲
名
｢
老
松｣
は
カ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
五
姪
の
浜
次
に
、
五
月
二
十
八
日
に
姪
の
浜
で
、
あ
る
人
か
ら
宗
養
執
筆
の
連
歌
懐
紙
に
奥
書
を
所
望
さ
れ
る
場
面
を
見
て
み
よ
う
。
宗
養
は
幽
斎
よ
り
八
歳
年
上
の
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
連
歌
師
で
あ
っ
た
が
、
天
正
十
五
年
を
遡
る
こ
と
二
十
四
年
前
の
永
禄
六
年
に
三
十
八
歳
の
若
さ
で
没
し
て
い
る
。
(
柳)
姪
の
浜
に
て
、
あ
る
人
昔
の
連
哥
の
懐
帋
を
み
せ
て
、
奥
書
所
望
な
れ
は
、
こ
れ
も
又
な
か
れ
て
末
の
み
つ
く
き
の
あ
と
の
か
た
み
と
か
き
そ
く
は
ふ
る
半
松
斎
宗
養
い
ま
た
無
為
と
い
ひ
侍
る
比
、
和
漢
の
執
筆
せ
し
懐
帋
一
覧
之
次
、
い
さ
ゝ
か
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
の
へ
て
是
を
し
る
す
。
比
興


。
天
正
十
五
暦
五
月
下
旬
丹
山
隠
士
玄
旨
(
永)姪
浜
に
て
あ
る
人
、
宗
養
執
筆
せ
し
連
哥
の
懐
帋
を
見
せ
て
、
奥
書
所
望
せ
し
に
、こ
れ
も
又
な
か
れ
て
末
の
み
つ
く
き
の
あ
と
の
か
た
み
と
か
き
そ
く
は
ふ
る
ま
ず
柳
沢
蔵
本
は
、｢
姪
の
浜
に
て
、
あ
る
人
昔
の
連
哥
の
懐
帋
を
み
せ
て
、
奥
書
所
望
な
れ
は｣
と
し
て
、｢
こ
れ
も
又｣
の
歌
を
記
し
た
後
に
、｢
半
松
斎
宗
養
い
ま
だ
無
為
と
い
ひ
侍
る
比
、
…
…
天
正
十
五
暦
五
月
下
旬
／
丹
山
隠
士
玄
旨｣
と
い
う
奥
書
を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
奥
書
は
不
要
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
永
青
文
庫
蔵
本
で
は
、｢
姪
浜
に
て
あ
る
人
、
宗
養
執
筆
せ
し
連
哥
の
懐
帋
を
見
せ
て
、
奥
書
所
望
せ
し
に｣
と
い
う
形
で
済
ま
せ
て
い
る
。
奥
書
の
実
物
と
思
わ
れ
る
も
の
を
削
っ
た
の
は
、
こ
れ
も
『
九
州
道
の
記』
が
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二
〇
姪
の
浜
単
な
る
旅
の
心
覚
え
、
あ
る
い
は
旅
日
記
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
巻
頭
部
分
に
出
発
の
理
由
や
経
緯
を
補
っ
て
紀
行
文
と
し
て
の
形
を
整
え
た
の
と
同
じ
よ
う
な
意
識
が
、
こ
の
奥
書
の
削
除
に
も
介
在
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
六
宇
島
門
、
虫
明
の
瀬
戸
、
た
て
の
浦
最
後
に
検
討
す
る
の
は
、
七
月
十
九
日
の
暮
れ
方
以
降
に
、
宇
島
門
、
虫
明
の
瀬
戸
、
た
て
の
浦
を
訪
ね
た
場
面
で
あ
る
。
(
柳)
月
を
み
て
や
か
て
舟
出
す
へ
き
月
を
み
る
に
、
ま
こ
と
に
物
う
き
旅
ね
な
れ
は
、
舟
を
ね
て
何
を
た
の
ま
ん
月
に
さ
へ
猶
う
し
ま
と
の
と
ま
り
な
り
せ
は
そ
れ
よ
り
月
の
よ
、
舟
に
の
り
て
秋
風
の
身
に
し
む
夜
は
ゝ
行
に
、
虫
明
の
せ
と
ゝ
い
へ
は
、
な
く
音
を
も
聞
秋
風
は
ふ
き
と
絶
つ
ゝ
月
影
も
は
か
り
な
る
と
も
に
も
に
す
む
虫
あ
け
の
せ
と
虫
あ
け
の
せ
と
風
あ
ら
く
成
て
、
た
て
と
い
の
う
ら
と
ふ
津
に
あ
か
り
て
、
人
里
も
な
き
所
に
旅
ね
し
侍
り
。
さ
せ
浪
の
た
て
露
に
し
め
し
て
つ
か
せ
て
や
弓
は
り
月
の
中
に
い
る
ら
ん
(
永)…
か
ち
枕
の
月
を
み
る
に
、
物
う
き
旅
ね
な
れ
は
、
舟
に
ね
て
何
を
た
の
ま
ん
月
に
さ
へ
猶
う
し
ま
と
の
と
ま
り
な
り
せ
は
そ
れ
よ
り
月
の
夜
、
舟
に
の
り
て
ゆ
く
に
、
虫
明
の
せ
と
ゝ
い
へ
は
、
秋
風
の
身
に
し
む
夜
は
は
な
く
音
を
も
き
く
は
か
り
な
る
む
し
あ
け
の
せ
と
風
あ
ら
く
成
て
、
た
て
の
う
ら
と
い
ふ
所
に
あ
か
り
、
人
さ
と
も
な
き
所
に
た
ひ
ね
し
侍
り
、
夕
浪
の
た
て
の
う
ら
よ
り
弓
は
り
の
月
も
ひ
か
り
を
は
な
つ
と
そ
み
る
柳
沢
蔵
本
は
、
掲
載
し
た
箇
所
に
三
首
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
宇
島
門
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
永
青
文
庫
蔵
本
で
は
初
句
が
｢
舟
に
ね
て｣
に
直
さ
れ
て
、
採
用
さ
れ
て
い
る
。
二
首
目
は
虫
明
の
瀬
戸
の
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
欄
上
に
｢
秋
風
の
身
に
し
む
夜
は
ゝ
な
く
音
を
も
聞
は
か
り
な
る
虫
あ
け
の
せ
と｣
と
い
う
歌
が
書
か
れ
て
い
て
、
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二
一
宇
島
門
、
虫
明
の
瀬
戸
、
た
て
の
浦
永
青
文
庫
蔵
本
に
は
こ
ち
ら
が
採
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
柳
沢
蔵
本
の
本
行
の
歌
も
永
青
文
庫
蔵
本
の
歌
も
、
地
名
の
｢
虫
明｣
に
秋
の
｢
虫｣
を
掛
け
る
点
は
同
じ
だ
が
、
柳
沢
蔵
本
の
｢
秋
風
は
ふ
き
と
絶
つ
ゝ｣
の
歌
は
、｢
虫
明｣
の
｢
明｣
の
縁
で
｢
月
影｣
を
出
す
な
ど
、
や
や
歌
の
意
味
が
と
り
づ
ら
い
気
が
す
る
。
そ
の
た
め
永
青
文
庫
蔵
本
で
は
、
明
解
な
｢
秋
風
の
身
に
し
む
夜
は
ゝ｣
が
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。
続
い
て
現
在
地
未
詳
の
た
て
の
浦
を
訪
れ
る
場
面
だ
が
、
柳
沢
蔵
本
で
は
｢
風
あ
ら
く
成
て
、
た
て
と
い
ふ
津
に｣
と
あ
っ
て
、｢
た
て｣
の
右
脇
に
｢
の
う
ら
と｣
が
補
わ
れ
て
い
る
の
で
、｢
た
て
の
う
ら
と
い
ふ
津
に
あ
か
り
て
、
人
里
も
な
き
所
に
旅
ね
し
侍
り｣
と
読
め
る
。
そ
の
後
が
三
首
目
の
た
て
の
浦
の
歌
で
、
｢
浪
の
た
て
露
に
し
め
し
て｣
、
こ
れ
も
｢
し
め
さ
せ｣
と
訂
正
さ
れ
、｢
浪
の
た
て
露
に
し
め
さ
せ
つ
か
せ
て
や
弓
は
り
月
の
中
に
い
る
ら
ん｣
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
永
青
文
庫
蔵
本
で
は
、｢
夕
浪
の
た
て
の
う
ら
よ
り
弓
は
り
の
月
も
ひ
か
り
を
は
な
つ
と
そ
み
る｣
と
い
う
形
に
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
首
も
趣
向
は
よ
く
似
て
い
る
。
地
名
の
｢
た
て｣
に
夕
浪
の
｢
立
つ｣
を
掛
け
、
矛
と
盾
の
盾
の
縁
で
｢
弓
は
り
(
の)
月｣
を
出
す
。
し
か
し
こ
ち
ら
も
柳
沢
蔵
本
の
歌
は
難
解
で
、
永
青
文
庫
蔵
本
の
歌
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
思
う
。
殊
に
後
半
の
帰
路
に
あ
た
る
部
分
に
は
、
こ
の
よ
う
に
歌
を
差
し
替
え
た
り
、
修
正
し
た
り
す
る
箇
所
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
今
回
は
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
て
、
全
て
の
歌
や
句
の
変
更
、
改
作
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
幽
斎
の
作
歌
態
度
、
文
芸
意
識
を
考
え
る
上
で
、
こ
れ
ら
の
例
は
大
変
興
味
深
い
材
料
た
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
七
詠
草
か
ら
紀
行
文
へ
以
上
、『
九
州
道
の
記』
の
柳
沢
蔵
本
と
永
青
文
庫
蔵
本
の
本
文
を
、
具
体
的
に
比
べ
て
み
た
。
草
稿
本
と
思
わ
れ
る
柳
沢
蔵
本
と
清
書
本
と
思
わ
れ
る
永
青
文
庫
蔵
本
の
間
に
は
異
同
が
か
な
り
認
め
ら
れ
、
本
文
も
歌
も
加
除
訂
正
、
差
し
替
え
な
ど
が
全
編
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
紀
行
文
と
し
て
体
裁
を
整
え
、
完
成
度
を
高
め
る
こ
と
に
意
を
払
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
か
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
先
に
、
柳
沢
蔵
本
と
永
青
文
庫
蔵
本
と
で
は
文
章
と
歌
の
高
さ
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
で
考
え
よ
う
と
思
う
と
書
い
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
柳
沢
蔵
本
は
、
文
章
よ
り
歌
の
頭
が
高
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
歌
集
の
体
裁
で
あ
る
。
そ
れ
が
永
青
文
庫
蔵
本
で
は
、
文
章
の
頭
が
高
い
書
式
に
変
更
さ
れ
、
紀
行
文
ら
し
く
な
っ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
歌
物
語
で
あ
る
『
伊
勢
物
語』
や
『
大
和
物
語』
は
、
歌
集
に
お
け
る
歌
の
詞
書
き
が
発
展
、
増
補
さ
れ
る
形
で
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
る
。
そ
れ
と
類
似
の
関
係
が
、
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
幽
斎
と
連
歌
師
の
昌
叱
の
筆
に
か
か
る
『
天
正
廿
年
(
玄
旨)
詠
草』
一
冊
で
あ
る
。
こ
れ
も
永
青
文
庫
蔵
で
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
徳
岡
涼
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、｢
天
正
二
○
年
(
一
五
九
二)
の
幽
斎
の
和
歌
、
連
歌
、
あ
る
い
は
狂
歌
を
日
並
み
に
書
き
留
め
た
も
の
で
、
元
日
試
筆
か
ら
、
九
月
二
七
日
の
鹿
児
島
で
の
連
歌
興
行
ま
で
を
記
す
(
)｣
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
｢
詠
草｣
で
、
正
に
歌
の
書
き
留
め
な
わ
け
だ
が
、
体
裁
や
内
容
が
『
九
州
道
の
記』
柳
沢
蔵
本
と
や
や
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
天
正
廿
年
(
玄
旨)
詠
草』
に
つ
い
て
は
、
鶴
崎
裕
雄
氏
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二
二
が
、『
衆
妙
集』
等
の
他
の
歌
集
と
あ
わ
せ
て
｢
詞
書
を
並
べ
る
と
紀
行
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る｣
と
指
摘
し
て
い
る
(
)
。
柳
沢
蔵
本
も
、｢
詠
草｣
の
よ
う
な
形
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
幽
斎
は
紀
行
文
と
し
て
形
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
行
間
や
欄
上
に
加
除
訂
正
及
び
差
し
替
え
の
書
き
込
み
を
行
っ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
さ
ら
に
改
訂
を
行
っ
た
清
書
本
が
永
青
文
庫
蔵
本
で
、
そ
れ
は
紀
行
文
ら
し
く
、
文
章
の
頭
が
高
い
形
で
記
載
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
八
柳
沢
蔵『
東
国
陣
道
記』
に
つ
い
て
さ
て
、
本
稿
は
『
九
州
道
の
記』
の
草
稿
本
の
紹
介
が
主
た
る
目
的
だ
が
、
幽
際
の
も
う
一
つ
の
紀
行
文
で
あ
る
『
東
国
陣
道
記』
に
つ
い
て
も
、
少
し
だ
け
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
本
書
は
、
秀
吉
が
天
正
十
八
年
(
一
五
八
○)
に
小
田
原
の
北
条
氏
を
攻
め
る
べ
く
出
陣
し
た
折
、
幽
斎
は
そ
れ
に
先
だ
っ
て
田
辺
城
を
出
立
し
、
小
田
原
、
鎌
倉
に
赴
い
た
が
、
そ
の
際
の
紀
行
文
で
あ
る
。
幽
斎
は
二
月
二
十
九
日
に
尾
張
の
熱
田
、
三
月
四
日
に
遠
江
国
三
方
原
、
六
日
に
小
夜
の
中
山
を
経
て
、
八
日
に
駿
府
に
到
着
し
て
い
る
。
こ
の
時
幽
斎
は
、
初
め
て
富
士
山
を
見
た
よ
う
で
あ
る
。
秀
吉
も
三
月
十
九
日
に
駿
府
に
到
着
し
、
伊
豆
の
山
中
城
へ
の
攻
撃
が
始
ま
る
が
、
幽
斎
は
五
月
十
一
日
に
大
磯
、
翌
十
二
日
に
か
け
て
鎌
倉
を
見
物
す
る
。
七
月
五
日
に
北
条
氏
直
は
小
田
原
城
を
出
、
そ
の
後
、
氏
政
、
氏
照
ら
が
切
腹
す
る
。
七
月
十
五
日
に
、
幽
斎
は
帰
路
に
つ
く
。
東
山
道
経
由
で
十
六
日
に
甲
斐
の
河
口
、
十
七
日
に
甲
府
、
二
十
二
日
に
諏
訪
湖
を
見
て
木
曽
福
島
に
着
く
。
そ
の
後
、
美
濃
の
御
山
を
経
て
二
十
九
日
に
京
都
に
至
る
が
、
帰
洛
の
こ
と
は
『
東
国
陣
道
記』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
鶴
崎
裕
雄
氏
は
、
本
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
(
)
。
『
東
国
陣
道
記』
は
『
九
州
道
の
記』
と
較
べ
る
と
、
紀
行
と
し
て
の
完
成
度
が
低
い
。『
九
州
道
の
記』
で
は
冒
頭
に
出
発
や
旅
の
理
由
(
目
的)
が
述
べ
ら
れ
、
末
尾
は
大
坂
に
帰
着
す
る
所
で
終
わ
る
が
、『
東
国
陣
道
記』
の
書
き
出
し
は
、
旅
の
途
中
、
尾
張
の
熱
田
宮
か
ら
始
ま
り
、
終
わ
り
も
何
か
尻
切
れ
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
群
書
類
従
本
の
『
東
国
陣
道
記』
の
終
わ
り
の
部
分
と
土
田
氏
編
古
典
文
庫
270
『
衆
妙
集』
所
収
本
の
終
わ
り
の
部
分
を
較
べ
る
と
、『
衆
妙
集』
所
収
本
に
は
日
向
国
の
冬
枯
れ
の
柿
・
春
秋
を
競
う
歌
・
八
条
宮
の
書
院
開
き
・
松
下
民
部
少
輔
遅
参
の
四
首
の
詞
書
と
歌
が
あ
る
。
こ
の
日
向
国
の
冬
枯
れ
の
柿
の
歌
な
ど
は
、
天
正
二
十
年
(
文
禄
元
年)
の
歌
で
あ
る
。(
中
略)
幽
斎
自
身
『
東
国
陣
道
記』
を
紀
行
と
し
て
纏
め
切
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
古
典
文
庫
『
衆
妙
集』
に
収
め
ら
れ
た
『
東
国
陣
道
記』
の
冒
頭
と
末
尾
を
見
る
と
、
な
る
ほ
ど
冒
頭
は
田
辺
で
は
な
く
｢
尾
州
熱
田｣
か
ら
始
ま
り
、
末
尾
は
東
国
陣
と
は
関
係
の
な
い
歌
で
結
ば
れ
て
い
る
。
鶴
崎
氏
の
ご
指
摘
の
通
り
か
と
思
う
。『
東
国
陣
道
記』
は
『
九
州
道
の
記』
の
柳
沢
蔵
本
の
よ
う
な
段
階
の
本
文
、
つ
ま
り
草
稿
段
階
の
本
文
が
流
布
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鶴
崎
氏
は
、『
東
国
陣
道
記』
の
永
青
文
庫
蔵
本
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。｢
傷
み
が
ひ
ど
い
と
い
う
こ
と
で
閲
覧
で
き
な
か
っ
た｣
と
い
う
。『
東
国
陣
道
記』
永
青
文
庫
蔵
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
も
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
、
本
文
、
体
裁
、
筆
跡
等
、
筆
者
も
確
認
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
家
蔵
の
一
本
を
見
て
み
た
い
。
こ
れ
も
略
解
題
を
記
し
、
巻
頭
と
巻
― 122 ―
二
三
末
を
提
示
す
る
。
柳
沢
蔵
巻
子
本
一
軸
。
慶
長
十
六
年
写
か
。
表
紙
後
補
裂
表
紙
。
二
七
・
四
×
二
三
・
○
糎
。
押
さ
え
竹
あ
り
。
題
簽
な
し
。
見
返
金
銀
切
箔
散
ら
し
。
料
紙
斐
紙
。
内
題
な
し
。
界
な
し
。
字
面
高
さ
二
○
・
六
糎
。
本
文
改
装
前
は
毎
半
葉
一
一
字
か
、
詞
書
き
は
行
一
六
字
内
外
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
、
歌
は
二
行
書
き
、
一
箇
所
行
間
書
入
あ
り
、
朱
の
校
合
書
入
あ
り
。
全
長
二
四
八
・
七
糎
(
三
七
糎
内
外
の
紙
六
紙
と
二
七
糎
強
の
紙
一
紙
を
貼
り
継
ぐ)
。
奥
書
｢
一
校
了
慶
長
十
六
五
四
以
□
□
本
書
写
校
合｣
。
印
記
な
し
。
備
考
も
と
冊
子
体
で
あ
っ
た
も
の
を
改
装
か
。
『
東
国
陣
道
記』
柳
沢
蔵
本
は
、
巻
子
本
一
軸
だ
が
、｢
全
長｣
の
と
こ
ろ
に
書
い
た
よ
う
に
三
七
糎
内
外
の
紙
が
貼
り
継
い
で
あ
る
。
各
々
の
紙
の
ほ
ぼ
中
央
に
折
り
目
が
確
認
で
き
、
も
と
冊
子
で
あ
っ
た
も
の
を
改
装
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
幽
斎
自
筆
で
は
な
い
が
、
巻
末
に
慶
長
十
六
年
(
一
六
一
一)
の
年
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四
巻
末
巻
頭
次
が
記
さ
れ
て
い
る
。
幽
斎
が
没
し
た
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
慶
長
十
五
年
で
あ
り
、
か
な
り
古
い
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
衆
妙
集』
所
収
本
の
本
文
と
比
べ
る
に
、
文
章
に
も
歌
に
も
大
き
な
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
が
、『
衆
妙
集』
所
収
本
が
『
衆
妙
集』
の
歌
番
号
で
七
九
六
番
歌
ま
で
載
せ
る
の
に
対
し
て
、
柳
沢
蔵
本
の
巻
末
は
七
八
八
番
歌
｢
明
ほ
の
や
風
の
上
な
る
う
す
霞
に
か
す
み
の
山
の
面
影
そ
た
つ｣
で
終
わ
っ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
柳
沢
蔵
本
は
冊
子
本
を
巻
子
本
に
改
装
し
た
も
の
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
｢
明
ほ
の
や｣
の
歌
は
最
終
丁
表
の
最
終
二
行
に
記
さ
れ
て
い
て
、
白
紙
の
裏
が
数
セ
ン
チ
分
残
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
続
き
が
欠
落
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
衆
妙
集』
所
収
本
の
七
八
九
番
歌
の
前
に
は
、｢
公
事
根
元
抄
、
菊
亭
右
府
へ
尋
申
事
有
て
、
わ
た
り
侍
け
る
折
ふ
し
雪
降
け
る
に
、
帰
宅
以
後
被
送
侍
し
短
冊
に｣
と
記
さ
れ
て
い
る
(
)
。
す
な
わ
ち
、
東
国
陣
に
供
奉
し
た
旅
中
の
歌
は
、
七
八
八
番
歌
が
最
後
な
の
で
あ
る
。
早
い
段
階
の
『
東
国
陣
道
記』
は
、｢
明
ほ
の
や｣
の
歌
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
て
、『
東
国
陣
道
記』
柳
沢
蔵
本
は
、
こ
れ
も
文
章
よ
り
歌
の
頭
が
高
く
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
歌
集
の
体
裁
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
言
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
本
書
に
も
『
九
州
道
の
記』
柳
沢
蔵
本
の
よ
う
な
幽
斎
自
筆
の
草
稿
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
行
間
や
欄
上
に
加
除
訂
正
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
勿
論
、
網
羅
的
な
伝
本
調
査
を
し
た
上
で
な
い
と
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
わ
け
だ
が
、『
東
国
陣
道
記』
は
草
稿
の
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
紀
行
文
と
し
て
完
成
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
草
稿
段
階
の
本
文
が
流
布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
仮
説
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、『
九
州
道
の
記』
の
草
稿
本
と
思
わ
れ
る
柳
沢
蔵
本
と
清
書
本
と
思
わ
れ
る
永
青
文
庫
蔵
本
の
比
較
を
行
っ
た
。
ま
た
『
東
国
陣
道
記』
の
慶
長
十
六
年
の
奥
書
を
有
す
る
古
い
写
本
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
細
川
幽
斎
の
紀
行
文
が
紀
行
文
と
し
て
整
え
ら
れ
て
ゆ
く
手
法
や
方
向
性
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
九
州
道
の
記』
柳
沢
蔵
本
と
永
青
文
庫
蔵
本
の
全
文
に
わ
た
る
比
較
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。
和
歌
の
ほ
か
、
俳
諧
歌
、
発
句
や
連
句
、
和
漢
連
句
、
漢
詩
も
含
め
て
加
除
訂
正
、
差
し
替
え
な
ど
の
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
幽
斎
の
文
芸
意
識
の
さ
ら
な
る
解
明
が
期
待
で
き
よ
う
。
注
(
１)
｢
細
川
幽
斉
の
養
父
に
つ
い
て｣
(｢
日
本
歴
史｣
七
三
〇
、
平
二
一
・
三)
。
(
２)
鶴
崎
裕
雄
氏
｢
細
川
幽
斎
の
紀
行
―
も
う
一
つ
の
紀
行
紹
介
へ
の
布
石｣
(『
細
川
幽
斎
―
戦
塵
の
中
の
学
芸』
平
二
二
笠
間
書
院)
。
(
３)
請
求
番
号
は
一
〇
八
―
五
―
一
九
。
(
４)
マ
イ
ク
ロ
請
求
記
号
は
二
二
四
―
一
一
―
一
。
(
５)
平
六
、
小
学
館
。
(
６)
前
掲
書
五
四
四
頁
｢
諸
本｣
の
項
。
(
７)
｢
甫
庵
『
太
閤
記』
諸
版
の
成
立
―
正
保
三
年
版
補
入
考
―｣
(｢
国
語
と
国
文
学｣
六
八
―
一
、
平
三
・
一)
。
(
８)
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
(
二
一
二
―
一
七
一)
に
よ
る
。
私
に
読
点
(
、)
を
補
っ
た
。
― 120 ―
二
五
(９)
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
の
整
理
書
名
は
『
九
州
み
ち
の
記』
、
請
求
番
号
は
一
七
七
―
一
〇
七
〇
。
同
本
は
後
印
本
だ
が
、
寛
文
九
年
の
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
刊
語
と
原
題
簽
を
有
す
る
。
(
)
土
田
将
雄
氏
編
『
衆
妙
集』
(
昭
四
四
古
典
文
庫)
。
(
)
柳
沢
蔵
本
は
大
本
二
冊
。
改
装
本
の
た
め
原
題
簽
な
し
。
(
)
古
典
文
庫
本
一
四
二
頁
。
(
)
『
和
刻
本
諸
子
大
成
九』
(
昭
五
一
汲
古
書
院)
所
収
『
老
子

斎
口
義』
寛
永
四
年
版
に
よ
る
。
(
)
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典』
(
平
一
〇
明
治
書
院)
の
｢
中
院
通
躬｣
の
項
(
兼
築
信
行
氏
執
筆)
参
照
。
(
)
底
本
に
寛
永
七
年
黒
沢
源
太
郎
刊
観
世
黒
雪
正
本
を
用
い
た
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
謡
曲
百
番』
(
平
一
〇
岩
波
書
店)
に
よ
る
。
(
)
五
五
七
頁
注
一
七
。
(
	)
『
没
後
四
〇
〇
年
・
古
今
伝
授
の
間
修
復
記
念
細
川
幽
斎
展』
(
平
二
二
熊
本
県
立
美
術
館)
五
八
頁
。
(

)
｢
天
正
二
〇
年
(
文
禄
元
年)
の
細
川
幽
斎
―
豊
臣
政
権
下
の
文
芸
の
一
特
徴
―｣
(｢
熊
本
県
立
大
学
国
文
研
究｣
五
六
、
平
二
三
・
六)
。
(
)
注
(
２)
に
同
。
(
)
古
典
文
庫
本
一
四
〇
頁
。
付
記
本
稿
は
、
写
本
・
版
本
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
国
際
集
会
(
平
二
五
・
七
、
於
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
カ
レ
ッ
ジ)
、
中
京
大
学
文
学
会
秋
季
大
会
(
平
二
六
・
一
一
、
於
中
京
大
学)
、
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
所
フ
ォ
ー
ラ
ム
｢
織
豊
期
の
歴
史
と
文
学｣
(
平
二
七
・
二
、
於
中
京
大
学)
の
報
告
に
基
づ
く
。
各
席
上
で
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
、
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
(
基
盤
研
究
(
Ｂ))
｢
中
世
に
お
け
る
合
戦
の
記
憶
を
め
ぐ
る
総
合
的
研
究
長
篠
の
戦
い
を
中
心
に｣
(
研
究
代
表
者
・
金
子
拓
氏)
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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